訴え提起手数料の一部救助許可決定がなされた後に，救助範囲に請求の減縮がなされた場合の訴え却下の可否 ： 最判平成27年９月18日民集69巻６号1729頁 by 長屋 幸世









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































北　星　論　集（経） 　第 56 巻　第２号（通巻第 71 号）
ない。」と述べる。この理は，訴訟救助と濫訴
防止の議論全体を通じて当てはまるものであ
ると思われる。
（34）　菊井維大「訴えの変更」民事訴訟法学会編
『民事訴訟法講座　第一巻』（有斐閣，1954年）
197頁。
（35）　兼子一『新修民事訴訟法体系〔増補版〕』（酒
井書店，1965年）370頁，斎藤秀夫『民事訴訟
法概論〔新版〕』（有斐閣，1982年）336頁。
（36）　三ヶ月章『民事訴訟法（法律学講座双書）〔第
三版〕』（弘文堂，1992年）160頁。
（37）　兼子ほか・前掲注（5）851頁，谷口安平『口
述民事訴訟法』（成文堂，1987年）182頁。
（38）　なお，訴えの変更要件として請求の基礎の
同一性が求められるところ，請求金額のみの
増減は，主張の限度を変更するにすぎず請求
の同一性は失われない。新堂・前掲注（12）
757頁以下。また，この場合の変更は訴訟の初
期段階で行われるものであるから，著しい訴
訟手続きの遅延もない。
（39）　これに対しては，過大な請求のままでは裁
判を受ける権利の保障すら受けられないこと
が予測される者に対する，ある種の保護を図
るものであると考えることも可能かもしれな
い。例えば，訴訟の準備という点に関してみ
ると，多額の請求場面よりは当事者の負担を
軽減し得る可能性がある。また，当事者にとっ
てみると，心理的側面にも何らかの影響を与
えることが考えられる。特に，本件の場合は
本人訴訟であることから，どのような請求が
比較的妥当なものであるか，あるいは明らか
に課題だと評価され得る範囲の理解等につい
て明るいとはいえない。このような場合に，「勝
訴の見込みがないとはいえない」範囲につい
て救助を認めることは，判決において一部認
容という形をとることよりも，判決で認めら
れ得る最高額の予測が立てやすいという点に
おいて，当事者としても受け入れる態勢を整
えやすいことが指摘できる。いずれにせよな
おも論理的な検討が必要である。
